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　農村輝きネット・あつみは、郷土料理の交流会や、
農産加工研修などを通じ、独自の郷土料理の研究や
伝播などを行っている団体です。田原市内の 3 高校
で料理教室を行い、若者の食育にも力を入れていま
す。また、平成 21 年から加工品・料理コンテスト
を行い、市民からレシピを募集し、田原の農産加工
品を盛り上げていこうという取り組みが始まりまし
た。今年も、12 月 16 日（月）に開催されるコンテストのレシピを募集中です。
詳しくは、お問い合わせください。
▶田原農業改良普及課　☎22局０３８１

農村輝きネット・あつみ
加工品・料理コンテスト

◦農産加工研修

　
　
「
食
べ
る
こ
と
」は「
生
き
る
こ
と
」

　
食
育
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。

　

田
原
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
た
は
ら

食
育
推
進
計
画
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

次
の
段
階
と
し
て
、
さ
ら
に
食
育
を
推

進
す
る
た
め
、「
た
は
ら
食
育
推
進
計
画

２
０
１
６
」を
策
定
し
、市
民
一
人
ひ
と
り
が「
食

べ
る
こ
と
」
に
改
め
て
興
味
を
持
ち
、
心
も
体

も
健
全
に
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
食

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
食
育
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

◦親子料理教室

◦コンテスト最優秀賞　   ブロッコリーのキムチ（平成24年度）

食
育
と
は
、
食
べ

物
の
こ
と
を
知
り
、

心
も
体
も
健
康
で
い

ら
れ
る
よ
う
に
、
考

え
、
食
べ
物
を
選
択

す
る
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
で
す
。

食生活改善推進員
親子料理教室

　毎年、夏休みに小学生とその保護者を対
象とした、食生活改善推進員による親子料
理教室が開催されています。親子で楽し
く料理ができると大盛況です。調理実習
の前に、野菜の話や、朝ごはんの話を聞き、
食事の大切さを学びます。その後、調理
実習を行うことで、料理するだけでなく、
食べることの大切さについて考えながら
調理、試食ができます。

【食生活改善推進員】地域の方が健康に暮らせるように、食育を推進し、食を通じた活動
をするボランティア

　地元から農業への関心を高めるべく、野菜や果物
の魅力を伝えるジュニア野菜ソムリエを育成するた
め、田原市で講座説明会を開催しました。今年度は、
20名のジュニア野菜ソムリエを育成します。今後は、
田原市の青果物の安全性やおいしさ、栄養価、調理
方法などを皆さんにお伝えするために活動していた
だく予定です。

【野菜ソムリエ】野菜ソムリエは、日本野菜ソムリエ協会が認定する資格で、野菜や果物の知
識を身に付け、そのおいしさや楽しさを理解し伝えるスペシャリスト

ジュニア野菜ソムリエ
資格取得講座説明会

◦説明会

平成25年10月15日　　　　　　　　　　　　　│2│
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Ｂｰ

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
豊
川　

　

全
国
か
ら
64
の
ま
ち
お
こ
し
団
体
が
集

結
し
、
ご
当
地
グ
ル
メ
を
通
し
て
、
地
域

の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
「
Ｂ

ｰ

１
グ
ラ

ン
プ
リ
in
豊
川
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
各
出
展
団
体
に
よ
る
ご
当

地
グ
ル
メ
の
提
供
、
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
る

「
お
も
て
な
し
」
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、来
場
者
は
、

気
に
入
っ
た
出
展
団
体
に
割
り
ば
し
で
投

票
す
る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

　

東
三
河
で
開
催
さ
れ
る
「
ま
ち
お
こ
し

の
祭
典
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
＝
11
月
９
日
土
・
10
日
日

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分　

▼
場
所
＝
豊
川
稲
荷
周
辺
、
豊
川
市

野
球
場
周
辺　

▼
ア
ク
セ
ス
＝
会
場
周
辺

に
は
臨
時
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
最
寄
り

駅
は
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
「
豊
川
駅
」、
名
鉄

豊
川
線
「
豊
川
稲
荷
駅
」
で
す
。

◉
イ
ベ
ン
ト
専
用
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

ご
当
地
グ
ル
メ
を
購
入
す
る
に
は
、
イ

ベ
ン
ト
専
用
チ
ケ
ッ
ト
『
た
べ
り
ん
く
う

ポ
ン
券
』
が
必
要
で
す
。

▼
前
売
り
販
売
期
間
＝
11
月
８
日
（
金
）

ま
で　

▼
販
売
金
額
＝
１
組
１
０
０
０
円

（
１
０
０
円
×
10
枚
）　

▼
内
容
＝
「
た
べ

り
ん
く
う
ポ
ン
券
」
は
、
11
月
９
日
（
土
）

か
ら
12
月
１
日
（
日
）
ま
で
、
協
力
店
で

金
券
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。（
払
い
戻
し
、
返
金
な
ど
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
お
つ
り
は
出
ま
せ
ん
。
来

場
時
間
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
の
料
理
が

購
入
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◉
田
原
市
内
の
販
売
窓
口

◦
田
原
市
役
所
商
工
観
光
課

◦
市
内
金
融
機
関
各
支
店
（
豊
川
信
用
金

庫
・
蒲
郡
信
用
金
庫
・
豊
橋
信
用
金
庫
）

◦
イ
オ
ン
田
原
店
、
サ
ン
ク
ス
各
店

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２ 

▼
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
豊
川
実
行
委
員
会

☎（
０
５
３
３
）89
局
２
２
６
２

http://toyokaw
a.b-1grandprix.com

/

みんなで
楽しむだリン☆

今月の渥美半島の花～輪ギク～今月の渥美半島の花～輪ギク～
輪ギク（切花／出荷時期：通年）

【花言葉】 …真実、明朗、高尚

　奈良時代に中国から渡来したキクは、日本で品種改良が
進み、春のサクラと並んで日本を代表する花のひとつとな
りました。皇室の紋章がキクとなったのは、キクが不老長
寿の神秘的な力を持ち、高貴な姿と芳香を発して「百草王」
と呼ばれ、大変貴重なものだったためです。田原市のキク
は生育を電照によって調整するため「電照ギク」と呼ばれ、
この電照風景は秋の夜長に情緒を添えるものとして、田原
市の観光資源のひとつとなっています。年間約３億４千万
本出荷されており、全国１位の生産量を誇っています。

11月

│3│　　　　　　　　　　　　　平成25年10月15日



CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

▲神戸夏まつりでの盆踊り ▲地域のみんなが協力し合って祭り会場を準備

地
域
の
話
題

神
戸
校
区

み
ん
な
で
楽
し
く
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
「
盆
踊
り
」を
、地
域
の
み
ん
な
で

も
っ
と
楽
し
め
る
よ
う
、「
夏
ま
つ
り
」に
刷
新
し
て
開
催
し
た

神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

「
盆
踊
り
」
の
復
活

　

以
前
は
、
青
年
会
や
婦
人
会
が
主
体
で

開
催
し
て
い
た
「
盆
踊
り
」。
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
の
衰
退
に
よ
り
開
催
さ
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域
で
開
催
を
望

む
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
誰
も
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
平
成
19
年

に
校
区
主
体
で
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
消
防

団
Ｏ
Ｂ
、
婦
人
会
Ｏ
Ｇ
が
協
力
し
、
や
ぐ

ら
で
太
鼓
を
た
た
く
「
神じ

ん
だ
い
こ

太
鼓
ク
ラ
ブ
」

が
つ
く
ら
れ
、
老
若
男
女
、
校
区
の
誰
も

が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
の
復
活
に
あ
た
り
、
本
番
前
に

踊
り
の
練
習
会
も
行
う
よ
う
に
し
ま
し

た
。
毎
年
、
盆
踊
り
開
催
の
チ
ラ
シ
で
、

練
習
会
の
参
加
者
も
募
集
し
ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
集
ま
り
、
本
番
に
向

け
て
、
市
民
館
で
踊
り
を
練
習
し
ま
す
。

「
神
戸
夏
ま
つ
り
」
の
開
催

　

神
戸
市
民
館
駐
車
場
を
会
場
と
し
て
復

活
し
た
盆
踊
り
は
、
地
域
の
盛
り
上
が
り

と
と
も
に
、
平
成
23
年
は
神
戸
小
学
校
の

運
動
場
、
平
成
24
年
は
神
戸
運
動
公
園
と

会
場
を
変
え
、
規
模
も
だ
ん
だ
ん
と
大
き

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
、
よ
り
多
く
の
方
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
や
ぐ
ら
の
周
り
の

出
店
を
増
や
し
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
「
神
戸
夏
ま
つ

り
」
に
刷
新
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
打
ち
合
わ
せ
な
ど
の
準
備
を

開
始
し
ま
し
た
。
地
区
の
役
員
た
ち
が
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
企
画
し
、
多
く
の

人
た
ち
で
協
力
し
合
っ
て
会
場
準
備
を
行

う
な
ど
し
て
、
当
日
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

ま
し
た
。

ゆ
か
た
姿
で
に
ぎ
わ
う
会
場

　

神
戸
夏
ま
つ
り
当
日
、会
場
は
、ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
見
た
り
、
音
楽
と
太
鼓
に

合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
す
る
家
族
連
れ
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
涼
し
げ
な
ゆ
か
た

姿
の
人
も
多
く
見
ら
れ
、
夏
の
夜
を
思
い

思
い
に
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

神
戸
夏
ま
つ
り
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
楽

し
め
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
こ
の
祭
り
の

た
め
に
地
元
へ
戻
っ
て
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

亀山小

中山小

福江小 清田小
福江中

神戸校区

神戸小

田原市役所

三河田原

神戸

豊島
やぐま台

杉山

老津

259

42

◦祭りの最後は、恒例の菓子投げを行い
ました

平成25年10月15日　　　　　　　　　　　　　│4│



CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

NPO法人 渥美半島まちづくり推進機構市民活動紹介

～地域を元気に！ NPO 法人 W
ウ ィ ズ

ith ～

広く地域社会の住民や企業、団体が連携して、田原市のまちづく
りに取り組む中核的な組織として今年６月に設立しました。魅

力ある地域の形成を図ることで地場産業を盛り上げ、また、各種情
報発信を行うことで田原市の将来の発展に寄与することを目的とし
ています。
　まちづくりを中心に、観光振興、経済の活性化、情報の発信に取
り組み、自らも行動する組織、地域プロジェクトを理念に行動して
います。

　９月８日（日）に行われた「トライアスロン伊良湖大会」では、運営をトラ
イアスロン伊良湖実行委員会から受託しました。
　当日の出場者 919 名（参加申込者 1,000 名）、観客数１万 5,000 名（実行委員
会発表）の大会を、地元、福江高校の学生や一般ボランティアとの協働で行い、
大成功を収めました。
　皆さんも魅力ある渥美半島を一緒に盛り上げていきましょう。

　　　　　　　　　　理事長　渡会一昭　☎ 36 局 6882 36 局 4694 npo-with@tees.jp http://www.npo-with.jp/お問い合わせ

　市民活動支援の一環として、市民活動団体の皆さんにお使いいただける印刷機です。
活動紹介や会員募集のチラシ印刷などにご利用いただけます。

◉試験運用期間	 平成26年１月17日金まで
◉設 置 場 所 	田原文化会館１階　フリースペース印刷室
◉印 刷 機 能 	紙原稿、データ原稿（ＵＳＢメモリ）／白黒または赤黒２色
◉利 用 時 間 	市民活動支援センター開設日（毎週火・金・土曜日/午後２時～午後７時）
	 ※文化会館休館日・その他市が指定する日を除く。
◉利 用 料 金 	試験運用中は無料（印刷用紙は利用者が用意／印刷枚数制限あり）
	 ※試験運用における経費を基に、本運用の使用料を定めます。
◉利 用 登 録 	所定の申請書に会員名簿、規約などを添えて市民活動支援センターへ提出してください。
	 申請書は市および市民活動支援センターホームページからダウンロードできます。

※利用できるのは、次のいずれの要件も満たす団体です。
◦５人以上で構成されている団体
◦市内に活動拠点があり、主に市内で市民公益活動を行う団体
◦民主的な運営と適切な会計処理がなされている団体

活動支
援

情報 市民活動支援センターの印刷機を
ご活用ください！（試験運用中）

●トライアスロン大会の準備作業

※試験運用の消耗品が終了した場合、使用を中止することがあります。

●設立総会の様子

1ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ 23局0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

│5│　　　　　　　　　　　　　平成25年10月15日
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　今回は、田原市を舞台に行われた「全国中学校軟式野球大会」
を、裏方として支えた地元の中学生たちの様子をご紹介します。

●学校教育課☎２３局３６７９

　　「おもてなしの心」を込めて

　全国中学校軟式野球大会が、田原市と豊橋市、蒲郡市を舞台に、８月17日
から20日まで開催されました。田原市では、滝頭公園野球場で１回戦２試
合、２回戦２試合が行われました。この大会を各所で支えたのが、東部・田
原・野田中学校の野球部とソフトボール部の生徒たちです。
　受付係は、参加校の受け付けはもとより、大会要項や記念グッズの紹介、
会場案内を協力し合いながら笑顔を絶やすことなく行いました。ボール
ボーイは、試合中の球審の動きをいつも注視し、ファウルボールを素早く
処理したり、ボールの補給を行ったりました。カウント担当は、球審のスト
ライク、ボールの判定を的確に表示し、スムーズな進行ができました。
　そして圧巻だったのが、グラウンド整備の生徒たちの動きです。試合開
始前と４回の攻撃終了後、試合後に行われたグラウンド整備。決められた
時間の４分以内に息を合わせてトンボを引き、整備を完了する姿は、真剣
さと共に美しさを感じました。
　田原市で行われた４試合は、随所にファインプレーが見られ、高い技術
が発揮されたすばらしい大会でした。
　本大会が引き締まった試合になったのも、「おもてなしの心」でがんばっ
た地元の中学生たちの活躍があったからです。大会を支えた生徒たちの動
きは、出場した選手たちに負けないくらいとても輝いていました。

全国中学校軟式野球大会を支えた中学生

◦お互いに息を合わせグラウンド整備を行う生徒たち
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◦ボールの行方を注視する生徒

◦丁寧にダッグアウトを掃除する生徒たち

◦受付係は笑顔でおもてなし

◦球審の判定を的確に表示



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

9
月

4
月

　

日
帰
り
花
育
バ
ス
ツ
ア
ー
が
豊
橋
田
原
広
域
農

業
推
進
会
議
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
愛

知
み
な
み
マ
ム
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、菊
が
箱
詰

め
さ
れ
る
様
子
を
見
学
。サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

で
は
、渥
美
半
島
の
花
を
使
用
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
楽
し
み
ま
し
た
。

花
の
ま
ち
で

花
育
を
体
験

９
月
３
日［
火
］

▲思い思いにフラワーアレンジメントを楽しむ参加者たち

　

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト
が
サ
ン
テ

パ
ル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
内
15
保

育
園
や
一
般
、４
Ｈ
ク
ラ
ブ
員
な
ど
が
出
品
し
た

１
２
１
個
の
カ
ボ
チ
ャ
が
会
場
に
並
び
、重
量
を

競
い
ま
し
た
。最
優
秀
賞
に
は
、大
久
保
綾
人
さ
ん

が
出
品
し
た
カ
ボ
チ
ャ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
き
く
育
っ
た

ぼ
く
ら
の
カ
ボ
チ
ャ

9
月
13
日［
金
］

▲コンテストで入賞した皆さんが勢揃いしました

　

愛
知
県
教
育
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
、成
章

高
等
学
校
吹
奏
学
部
と
赤
羽
根
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
の
生
徒
が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は「
先
輩
た
ち
が
積
み
上
げ
た
実
績
と
、

支
え
て
く
れ
た
仲
間
や
周
り
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

切
磋
琢
磨
が
実
り

教
育
文
化
奨
励
賞
！

９
月
11
日［
水
］

▲成章高等学校：東海吹奏楽コンクール高等学校Ａ編成の部【銀賞】
　赤羽根中学校：東海吹奏楽コンクール中学校Ｂ編成の部【金賞】
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こ
れ
ら
の
施
設
全
て
が
稼
動
す
る
と
、

一
般
家
庭
約
６
万
７
１
０
０
世
帯
分
の
電

気
が
作
ら
れ
ま
す
。
田
原
市
の
世
帯
数
が

約
２
万
２
０
０
０
世
帯
で
す
の
で
、
こ
の

臨
海
エ
リ
ア
だ
け
で
田
原
市
の
全
世
帯
で

使
う
電
力
の
３
倍
強
が
作
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
日
本
有
数
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

集
積
地
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
田
原
市
で
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
設
の
導
入
促
進
を
積
極
的
に
図
っ
て
い

き
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◉
田
原
市
臨
海
エ
リ
ア
に

			

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
が
集
積

		

田
原
市
に
は
、
豊
富
な
日
射
量
や
半
島

性
の
強
い
風
の
力
を
利
用
し
た
二
酸
化
炭

素
を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
な
発
電
施
設

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

  

そ
の
代
表
的
な
地
域
と
し
て
、
三
河

湾
沿
岸
の
臨
海
工
業
専
用
地
域
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
平
成
25
年
９
月
末
現
在
で
、

大
型
風
力
発
電
施
設
（
風
車
）
が
13
基

（
１
９
８
０
kW
×
２
基
、
２
０
０
０
kW
×

11
基
）
稼
動
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

一
般
家
庭
約
１
万
５
２
０
０
世
帯
分
の
電

気
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
現
在
、
新
た
な
施
設

の
建
設
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
26

年
６
月
に
は
、
２
０
０
０
kW
の
風
車
が

３
基
、
同
年
10
月
に
は
、
５
万
kW
の
太

陽
光
発
電
施
設
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
と

２
０
０
０
kW
の
風
車
３
基
の
稼
動
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
４
月
に
は
81
万

kW
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
稼
動
す
る
予
定

で
す
。
さ
ら
に
、
平
成
28
年
６
月
に
は

１
万
５
０
０
０
kW
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
稼

動
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
紙
類

　

古
紙
の
種
類
に
よ
っ
て
、

再
生
さ
れ
る
用
途
が
異
な
り
ま
す
。
４
種

類
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
紙
類
と
し
て
出
せ
な
い
も
の

に
お
い
や
汚
れ
が
つ
い
て
い
る
も
の
、
酒
パ
ッ

ク
な
ど
の
裏
が
銀
色
の
も
の
、
ク
リ
ッ
プ

や
粘
着
テ
ー
プ
な
ど
の
異
物
、
ビ
ニ
ー
ル

コ
ー
ト
紙
な
ど

▪
布
類

　

衣
類
や
薄
手
の
布
類
は
主
に
ウ
ェ
ス
（
工

場
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
雑
巾
）
や
ぬ
い
ぐ
る

み
・
座
布
団
な
ど
の
詰
め
物
に
再
生
さ
れ

ま
す
。

◦
布
類
と
し
て
出
せ
な
い
も
の

じ
ゅ
う
た
ん
、
布
団
・
は
ん
て
ん
な
ど
綿

の
入
っ
た
も
の
、
布
以
外
の
素
材
を
使
っ

た
も
の

  

　

現
在
、
多
く
の
紙
類
・
布
類
が
も
や
せ

る
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
資
源

ご
み
と
し
て
分
別
す
る
事
で
ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

紙
類
・
布
類
は
収
集
さ
れ
た
後
、資

源
と
し
て
再
生
利
用
が
可
能
で
す
。今

回
は
、こ
れ
ら
の
ご
み
が
ど
の
様
に
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
る
か
を
紹
介
し
ま
す
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
２
７
９
人
・
事
業
所
88
カ
所（
８
月
末
現
在
）

新聞
雑誌

（+お菓子の箱・
カタログなど）

段ボール 牛乳パック
（内側が白いもの）

◦建設中のメガソーラー

※
紙
類
・
布
類
は
濡
れ
る
と
リ
サ
イ
ク
ル
が

で
き
ま
せ
ん
。
雨
の
日
に
は
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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自
主
防
災
会
の
一
斉
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う

けん
ちゃん自

主
防
災
会
が
主
催
す
る
防
災
訓

練
が
、
11
月
９
日
（
土
）
に
市

内
の
各
集
会
所
な
ど
で一斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
訓
練
は
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
て
、地
域
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

▪
自
主
防
災
会
と
は

　

近
所・地
域
の
人
が
協
力
し
合
い
、「
み

ん
な
の
地
域
は
み
ん
な
で
守
る
」
と
い
う

地
域
の
防
災
活
動
を
効
果
的
に
行
う
た

め
の
自
主
的
な
防
災
組
織
で
す
。
今
回

の
訓
練
も
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
協
力
し
合
っ
て
被
害
を
最
小
限
に　

  
  

個
人
や
家
族
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
への

備
え
を
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
自

主
防
災
会
や
地
区
・
校
区
の
皆
さ
ん
が
協

力
し
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
す
ぐ
に
安
否

確
認
・
避
難
誘
導
・
救
出
活
動
を
行
え

る
な
ど
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
訓
練
に
参

加
し
て
、
自
分
の
役
割
や
自
分
の
と
る
べ

き
行
動
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

田
原
市
自
主
防
災
会
一
斉
防
災
訓
練

▼
日
時
＝
11
月
９
日
（
土
）
午
前
７
時

～
９
時
ご
ろ

※
地
区
に
よ
っ
て
終
了
時
間
が
異
な
り

ま
す
。

▼
訓
練
開
始
＝
当
日
の
午
前
７
時
、
防

災
行
政
無
線
か
ら
、
訓
練
開
始
の
放
送

が
流
れ
ま
す
。

▼
避
難
方
法
＝
放
送
が
流
れ
た
ら
、
非

常
持
出
袋
を
持
っ
て
各
地
区
の
集
合
場

所
に
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
安
否

確
認
後
は
、
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▪推薦入学の出願資格
◉次の条件をすべて満たす方
①田原市在住または在学（市内高

校を卒業した方を含む）の方
②T

ト ー フ ル

OEFLのスコアがペーパーテ
ストで520点以上、コンピューター
テストで190点以上、または、イン
ターネットテストで68点以上を満
たす方

③大学卒業（４年間）まで在学でき、入学時の年齢が
18～24歳の方（短期留学は対象外）

▪奨学金と助成金の内容
◉ジョージタウン大学による奨学金（２万ドル）
　年間５千ドル、在学中の４年間で合計２万ドルが
ジョージタウン大学から支払われ、授業料の一部に充

当されます。　※２万ド
ル=198万円（１ドル99円
で換算時）
◉田原市による入学助成金（18万円）
　入学時に１回のみ、18万円が田原市から支払われま
す。※ジョージタウン大学奨学金の受給者が対象
▪定員
◉１年に２名以内
▪申し込み期限
◉毎年12月15日（今年度は12月13日）
※詳しくは市ホームページをご覧いただくか、お問い合
わせください。
▶広報秘書課☎２２局０１３８
	 http://www.city.tahara.aichi.jp/

ジョージタウン大学　推薦入学者への奨学金・助成金制度
姉妹都市・米国ケンタッキー州ジョージタウン市にある私立ジョージタウン大学に、田原
市の推薦で入学する方への奨学金と助成制度をご紹介します。

～国内外との交流・多文化共生～

▲ジョージダウン大学

│9│　　　　　　　　　　　　　平成25年10月15日



▼
対
象
＝
一
般　

▼
試
験
日
＝
12
月
22
日

（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
名
城
大
学
天

白
キ
ャ
ン
パ
ス
内　

▼
種
類
＝
甲
種
特
類

を
含
む
甲
種
全
類
・
乙
種
全
類

▼
申
し
込
み
＝
①
書
面
申
請
・
11
月
11
日

（
月
）
～
20
日
（
水
）
の
期
間
に
消
防
課

窓
口
ま
た
は
消
防
署
・
各
分
署
に
あ
る
受

験
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
郵
送

②
電
子
申
請
＝
11
月
８
日
（
金
）
午
前
９

時
～
17
日
（
日
）
午
後
５
時
の
期
間
に
財

団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.shoubo-shiken.
or.jp/

）
に
て

▼
消
防
課
☎
23
局
４
０
７
４

▼
日
時
＝
11
月
30
日
（
土
）【
セ
ミ
ナ
ー
】

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
50
分
【
講
座
】

午
後
２
時
～
４
時
30
分
ま
で　

▼
場
所=

田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室　

▼
内
容
【
セ
ミ
ナ
ー
】
出
か
け
た
く
な
る

街
in
田
原
＝
車
椅
子
や
高
齢
者
疑
似
体
験

セ
ッ
ト
を
使
い
、
三
河
田
原
駅
周
辺
の
タ
ウ

ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
街
の
バ
リ
ア
と

は
何
か
を
体
験
し
グ
ル
ー
プ
で
検
証
（
雨
天

の
場
合
は
施
設
の
バ
リ
ア
チ
ェ
ッ
ク
）【
講

▼
応
募
資
格
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
子
ど
も
が
好
き
で
学
校
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
②
教

員
免
許
所
持
者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み

の
方
も
可
）　

▼
受
付
期
間
＝
随
時
（
市

役
所
執
務
時
間
中
）　

▼
申
し
込
み
＝
市

販
の
履
歴
書
に
顔
写

真
を
貼
り
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
直

接
ま
た
は
郵
送
に
て

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

座
】
だ
れ
も
が
出
か
け
や
す
い
街
in
田
原
＝

駅
周
辺
の
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
検
証

内
容
の
発
表
お
よ
び
、
だ
れ
も
が
出
か
け
や

す
い
街
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演　

▼
定
員
＝
50
名

（
講
座
の
み
の
受
講
も
可
能
）　

▼
受
講
料
＝

無
料
（
昼
食
代
は
実
費
）　

▼
申
し
込
み
＝

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
６

22
局
３
８
１
１

kentiku@
city.tahara.aichi.jp

　

情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室
を
自

習
室
と
し
て
試
行
開
放
し
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
中
学
生
以
上　

▼
日
時
＝
12
月

27
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）
お
よ
び

パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催

日
は
除
く　

▼
場
所

＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ

デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

　

次
の
表
の
と
お
り
、
10
月
分
か
ら
の
各

手
当
の
支
給
額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
９
７

23
局
３
５
４
５

田
原
市
立
小
・
中
学
校

常
勤
・
非
常
勤
講
師

情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室

を
自
習
室
と
し
て
開
放
し
ま
す

募
集

W
A
N
TED

東
三
河
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く

り
講
座
・セ
ミ
ナ
ー

消
防
設
備
士
　
試
験

生
活

LIFE

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

制
度
が
一
部
改
正

区分 月額
9 月分まで 10 月分～

1種 50,400円 50,050円
2種 33,570円 33,330円

■障害児福祉手当・経過的福祉手当

区分 月額
9 月分まで 10 月分～

A種 21,180円 21,080円
B種 15,430円 15,330円
C種 14,280円 14,180円

■特別障害者手当■特別児童扶養手当

区分 月額
9 月分まで 10 月分～

A種 33,110円 32,930円
B種 27,310円 27,130円
C種 26,260円 26,080円
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と
が
確
認
で
き
た
場
合
は
、
情
報
提
供
な

ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
一
般
社
団
法
人　

愛
知
県
腎
臓
病
協
議
会

☎（
０
５
２
）６
８
２
局
０
２
０
６

育
て
よ
う　

自
分
に
勝
て
る
子　

負
け
な
い
子

　

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
な
ど

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
子
ど

も
・
若
者
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
単

一
の
機
関
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
関
や
人
々
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
て
そ

の
人
に
あ
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
愛
知
県
で
は
、

11
月
を
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
県
民

運
動
強
調
月
間
」
と
定
め
、
子
ど
も
・
若

者
育
成
支
援
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
５
３
１

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
８
月
29
日
、
鈴
木
福
三
様
か

ら
赤
羽
根
小
学
校
の
教
育
振
興

の
た
め
、
児
童
用
書
籍
53
冊
。

　

愛
知
県
防
災
航

空
隊
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
と
消
防
署
と

の
合
同
に
よ
る
夜

間
離
着
陸
訓
練
を

行
い
ま
す
。

　

訓
練
中
は
騒
音
が
発
生
し
ま
す
。
ま

た
、
訓
練
会
場
へ
の
立
入
り
制
限
を
行
い

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
８
日
（
金
）
午
後
３
時
～

７
時
ご
ろ　

▼
場
所
＝
白
谷
海
浜
公
園
周

辺　

▼
そ
の
他
＝
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、

訓
練
を
中
止
し
ま
す
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０　

11
月
は
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
月
間
で
す

　

通
勤
や
通
学
な
ど

の
足
と
し
て
欠
か
せ

な
い
「
自
転
車
」。
他

の
交
通
機
関
へ
の
乗

換
時
に
は
所
定
の
駐

輪
場
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
駐
車
し
た
ま
ま
長
期
間

放
置
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
駅
周
辺
な

ど
の
放
置
自
転
車
の
整
理
を
実
施
し
ま

す
。
放
置
自
転
車
減
少
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

　

平
成
25
年
８
月
15
日
、
京
都
府
福
知
山

市
の
花
火
大
会
の
会
場
で
、
ガ
ソ
リ
ン
の

携
行
缶
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
、
多
数
の

死
傷
者
を
出
す
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
同

様
の
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
今

一
度
、
家
庭
に
保
管
し
て
あ
る
ガ
ソ
リ
ン

の
貯
蔵
・
取
り
扱
い
管
理
の
確
認
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
ガ
ソ
リ
ン
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
40
℃
で

も
気
化
し
、
小
さ
な
火
源
で
も
引
火
し
、

爆
発
的
に
燃
焼
す
る
物
質
で
す
。
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

❖
ガ
ソ
リ
ン
取
り
扱
い
の
注
意
点

◦
ガ
ソ
リ
ン
は
、
静
電
気
を
蓄
積
し
や
す

く
、
放
電
し
た
静
電
火
花
で
引
火
す
る

た
め
、
消
防
法
に
よ
る
容
器
性
能
試
験

に
合
格
し
た
金
属
製
容
器
を
使
用
す
る

こ
と
。

◦
取
り
扱
い
の
際
に
は
、
開
口
前
の
圧
力

調
整
弁
の
操
作
な
ど
、
取
扱
説
明
書

な
ど
に
書
か
れ
た
容
器
の
操
作
方
法

に
従
い
、「
漏
れ
、
あ
ふ
れ
」
な
ど
な

い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
。

◦
機
械
な
ど
へ
の
注
油
の
際
は
機
械
の

運
転
を
確
実
に
止
め
る
こ
と
。

◦
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
こ
と
。

◦
ガ
ソ
リ
ン
容
器
の
保
管
は
、
熱
源
を

避
け
、
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
換

気
の
よ
い
場
所
と
す
る
こ
と
。

◦
ガ
ソ
リ
ン
の
蒸
気
を
み
だ
り
に
発
生
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
点
火
源

と
な
る
も
の
と
の
接
近
を
避
け
る
こ
と
。

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
腎
臓
病
協
議
会
（
愛
腎
協
）
は
、

災
害
時
や
平
時
の
救
急
活
動
に
、
透
析
患

者
と
一
般
の
方
と
見
分

け
が
で
き
る
よ
う
、
会

員
の
方
に
専
用
の

カ
ー
ド
（
会
員
証
）

と
バ
ッ
ジ
を
発
行
し

ま
し
た
。

　

緊
急
時
、
専
用
の

カ
ー
ド
や
バ
ッ
ジ
で

透
析
患
者
で
あ
る
こ

夜
間
離
着
陸
訓
練
を
実
施

寄
付

D
O
N
ATIO

N

ご
注
意
く
だ
さ
い

ガ
ソ
リ
ン
は
適
正
に
ご
利
用
を

自
転
車
の
駐
車
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う

「
愛
腎
協
カ
ー
ド・
バ
ッ
ジ
」を

ご
存
知
で
す
か

１１
月
は
子
ど
も・
若
者
育
成
支
援

県
民
運
動
強
調
月
間
で
す

▲愛腎協カード ▲バッジ
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す
っ
か
り
秋
の
風
が
さ
わ
や
か
な
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
「
食
欲
の
秋
」。

秋
の
お
い
し
い
味
覚
と
お
米
の
ご
飯
。
今
年

取
れ
た
み
ず
み
ず
し
い
新
米
の
ご
飯
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

　

さ
て
、
近
ご
ろ
な
く
な
っ
た
風
景
に
、
稲

刈
り
、脱
穀
が
あ
り
ま
す
。こ
の
地
域
だ
と
、

夏
休
み
の
終
わ
り
か
ら
９
月
の
初
め
に
稲
刈

り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
夏
の
終
わ
り
の
思

い
出
と
い
え
ば
、
た
め
込
ん
だ
宿
題
と
稲
刈

り
で
す
。
か
つ
て
は
、
家
族
総
出
で
田
ん
ぼ

に
向
か
い
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。
一
帯
で

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
田
ん
ぼ
の
に
ぎ

や
か
な
こ
と
。
そ
の
こ
ろ
、稲
は
鉄
鎌
で
刈
っ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
家
族
に
刈

り
方
の
こ
つ
を

教
え
て
も
ら

い
ま
す
が
、

な
か
な
か

う
ま
く
で

き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
田
ん

ぼ
に
い
る
カ
エ
ル

や
ら
虫
な
ど
が
気

に
な
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
よ
そ
ご
と
を
始
め
て
し
ま
い
、

お
手
伝
い
に
な
ら
な
い
こ
と
も
。
け
れ
ど
、

今
思
え
ば
、
家
族
が
そ
こ
に
集
う
こ
と
が

大
事
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

や
が
て
、
稲
刈
り
機
が
登
場
し
、
作
業

は
格
段
に
効
率
よ
く
進
み
ま
す
。
子
ど
も

は
束
に
な
っ
た
稲
を
集
め
る
役
で
す
。
夏
の

終
わ
り
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
暑
く
、
汗

に
ま
み
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
稲
の
株
や
柔
ら

か
い
地
に
足
を
取
ら
れ
疲
れ
も
増
し
ま
す
。

そ
し
て
昼
休
み
に
水
風
呂
に
入
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
ろ
、稲
を
乾
か
す
た
め
の
「
は
ざ
」

が
作
ら
れ
ま
す
。
昔
は
広
い
田
ん
ぼ
の
稲

を
干
す
の
で
、
は
ざ
も
立
派
で
す
。
は
ざ

用
の
丸
太
は
長
屋
の
軒
先
に
大
事
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
二
段
の
高
さ
に
も
な
る

と
、
男
手
が
は
ざ
に
乗
り
、
集
め
ら
れ
た

稲
束
を
下
か
ら
投
げ
て
も
ら
い
か
け
て
い
き

ま
す
。
夫
婦
で
息
の
合
っ
た
作
業
は
手
際
よ

い
で
す
。

　

脱
穀
は
、
家
に
運
ば
ず
田
ん
ぼ
で
行
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
脱
穀
後
の
稲
藁
は
、

生
活
に
必
要
な
も
の
す
べ
て
を
ま
か
な
え
る

ほ
ど
大
事
な
材
料
で
、
時
代
が
新
し
く
な
っ

て
く
る
と
、
脱
穀
ま
で
一
気
に
行
う
機
械

が
出
て
き
ま
す
。
現
在
で
は
、
粉
砕
さ
れ
、

そ
の
ま
ま
田
ん
ぼ
に
置
か
れ
る
場
合
が
多
い

で
す
。

　

か
つ
て
稲
の
成
長
と
、
携
わ
る
人
た
ち
の

か
か
わ
り
に
よ
っ
て
、
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
お
米
の

お
い
し
さ
、
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
刈
り
取
っ
た
稲
穂
の
ず
っ

し
り
と
し
た
重
さ
。
そ
こ
に
幸
せ
を
感
じ

　
懐
か
し
い
稲
の
は
ざ
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
大
型
の
機
械

で
一
気
に
行
う
た
め
、
田
ん
ぼ
に
人
々
の
姿

を
見
る
こ
と
は
な
く
、
機
械
と
そ
れ
を
運

ぶ
車
が
あ
る
だ
け
で
す
。

　

こ
の
ご
ろ
で
は
、
稲
の
は
ざ
か
け
は
め
っ

た
に
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
っ
た
と

し
て
も
小
さ
な
区
画
や
、
山
間
の
田
ん
ぼ

で
す
。
き
っ
と
そ
の
田
ん
ぼ
の
人
は
稲
を
太

陽
と
秋
の
さ
わ
や
か
な
空
気
で
乾
燥
さ
せ
、

古
代
以
来
の
手
間
を
か
け
て
「
白
米
」
に

す
る
の
で
し
ょ
う
。

　

昔
と
今
は
違
い
ま
す
。
稲
刈
り
も
人
間

の
工
夫
で
省
力
化
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ふ
と
昔
な
が
ら

の
方
法
や
大
切
さ
を
思
い
出
し
て
見
る
の
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】楽
し
い
給
食
の
時
間（
神
戸
小
学
校
）

▼
日
本
一
の
農
業
産
出
額
を

誇
る
田
原
市
に
は
、野
菜
を

は
じ
め
、お
い
し
い
食
べ
物

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
利
点

を
生
か
し
て
、今
年
の
田
原
市
は
、

「
６
次
産
業
化
」や「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」

に
関
す
る
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、ど
ち
ら
も
地
域
の「
宝
」を
生
か

す
も
の
。子
ど
も
た
ち
に
は
、地
元
の

安
心
安
全
な
食
材
を
味
わ
い
な
が

ら
、す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。（
Ｍ
）

▲はざかけされている稲（奥）と
機械で粉砕されたわら（手前）
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